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クグラウンドに加えて、 「メキシコ六八」は、 「五輪 政治と無関係であるべき」という国際五輪委員会（ＩＯＣ）の美名が無視された大会でも有名である。まず大会前にアパルトヘイト政策を実施していた南アフリカの参加にアフリカ諸国が出場ボイコットを発表した結果、ＩＯＣは南ア代表団の参加を認めないことを決定した。
 





みると、 「メキシコ六八」は成功した大会であったといえる。海抜二〇〇〇メートルの高地で行われたことから陸上競技では多数の世界記録が誕生した。さらに、五輪運動に新たな要素が取り入れられた。まず大会組織委員会の要望史上初めて女性が聖火リレーの最終ランナーを務める になった。またドーピング検査が採用された最初の大会でもある。さらにＩＯＣが今まで重視してこなかった「文化」が取り上げられた。大会組織委員会の会長を務め 建築家ベドロ・ラミレス＝バスケスの提案で約一年間を通じて 「文化五輪」 ???????
が開催された。ここでは各国の芸術家が自国の文化を紹介するためにメキシコ・シティに集結した。その結果、一般競技では輝けない多くの「途上国」が活躍の場 得ることができた。　
ところが、メキシコ国内におい
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みると、当時のメキシコ 現在の中国のような「スポーツ 国」ではなかった。また球技における現在のブラジルのようなプレゼンスを持っていなかった。メキシコのスポーツ 発展は、サッカーとマイナー・スポーツを除けば依然未熟であった。ＣＯＭはスポーツの
普及よりも、単に五輪を開催したかったといえる。　
どうしてメキシコ・シティは、
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五輪を開催できないと指摘し、西ドイツのバーデン＝バーデンで開催された第六〇回ＩＯＣ総会では（一九六三年一〇月）デトロイトが選ばれると予想した。　
それにもかかわらず、 メキシコ・






の鍵かもしれない。一九六四年の東京五輪でも示されたように、衛生放送を通じてどのような場所からでも五輪を生放送できる技術がすでに存在していた。 かも五輪の放送権を握っていた米国のテレビ会社にとって、時差問題のないメキシコ・シティは都合 よい開催都市であった。票の買収の可能性も否定できないが、ＩＯＣ委員がメキシコ・シティを魅力的な開催都市だと感じたからこそ を投じたと考えるのが妥当であろう。以下、メキシコ・ ティの勝利説明する五つの要因を紹介したい。　
第一の要因は、米国出身の第五







月にインドネシアで開催予定だった新興国競技 会 （ＧＡＮＥＦＯ）の脅威である。ＧＡＮＥＦＯ一九六三年四月にＩＯＣ加盟資格が停止され インドネシアの反ＩＯＣ運動の象徴であった。そのっかけは、 二 のジャカルタで開催されたアジア大会 遡る。
インドネシアは政府の方針により、台湾とイスラエルの参加を認めなかった。これは政治とスポーツを切り離すＩＯＣの方針に反するものであった。結局、ＩＯＣ インドネシアとの間の溝が埋められないまま、第六〇回ＩＯＣ総会が開催された。 アフリカやアジア 「途上国」のなかでは、インドネシにシンパシーを持つ国が多く、デトロイトやリオンが選出された場合、ＩＯＣへの不満が増大する可能性が高かった。したがって、この問題を避けるために、ガス抜きとして何人かの 委員は「途上国」 開催都市の選出が望ましいと考えた だろう。これがメキシコ・シティに票が集まる要因となった。　
第四の要因は冷戦である。
一九五二年以降、ソ連が本格的に五輪に参加していた。ソ連 とって五輪は米国との戦いの場であり、リオンまたはデトロイトが開催都市になるのを基本的に歓迎していなかった。また一九六一年 ベルリン危機後、米仏が自国開催 大会に参加する東ドイツ選手にビザを与えない方針を取ったことに、ソ連と社会主義陣営は不満を表明していた。その結果、多くの社会
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主義の国と国交を維持していたメキシコの首都が望ましかったのである。おそらく親ソ連のＩＯＣ委員は、この理由からメキシコ・シティに投票したと考えられる。もちろん、この状況を米国側は十分に理解していた。 がって米政府はデトロイトを支持 も の、メキシコ・シ の立候補を妨害すること しなかった。当時、社会主義陣営が不満なく参加できるのは、同市であることを十分 理解していたのだろう。　
最後の要因は戦後の脱植民地運
動である。当時 日欧米から独立した国々がＩＯＣに加盟した。彼らは「途上国」であるメキシコにシンパシーを抱いていた。ここで興味深いのはブエノスアイレスではなくメキシコ・シティに票が集まったことである。その理由は、アルゼンチンの国内問題が関係している。当時のアルゼンチンは政治的不安定、高いインフレ率、軍事政権などの点で、中南米のネガティブなステレオタイプ 象徴であった。これに対してメキシコは、のんびりとした 「マニャーナの国」であり、民主主義体制と呼べるものは存在しなかったが、ＰＲＩの一党独裁体制の下で国政選挙やシ
ビリアン・コントロールが実現し、高い経済成長を達成していた。しかもアルゼンチンは米国の対「キューバ封じ込め」政策に協力していたため、キューバ革命政府と共存を選んだメキシコの方が社会主義諸国にとって魅力的であったに違いない。●おわりに　
以上のように、 「途上国」であ




六八」は無事に開催された。背景には、メキシコの指導者 ＣＯＭとＩＯＣの幹部 ちの多大な努力があったこと 確かであ 。
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